
研究成果情報 農産 ９ 稲 土霞肥料

新技術 ・ 情 報 名 ヒノヒカリの稲体窒素と品質。
食味との関係

分類 ②

ｌ印成果の内容

ｌ)技術、情報の内容及び特徴

ヒノヒカリの食味や品質を良好に保ち、収量性を維持するための水稲

生育期間中の．総窒素吸収量は１０ａ当たり１２ｋｇ程度が艮い。

（１）分析した玄米及び白米の成分のうち、最も食味（官能食味）に影響を

与えるのは窒素濃度である。

（２）玄米及び白米中の窒素濃度が高くなると食味は低下する傾向にあり、

特に玄米中窒素濃度が１．３％を越えると、明らかに食味が劣る場合があ
る。

（３）玄米中窒素濃度は窒素吸収堂が１２ｋｇまでは１．１～１．３％の範囲にあり、

吸収量が多くなる程、徐々 に上昇する傾向にあるが、１２ｋｇ以上では急激

に上昇するｃ

（４）登熟歩合は窒素吸収堂がｌＯａ当たり１０kg以上で低下傾向を示し、１２ｋｇ以
上では急激に低下する。

（５）外観品質は窒素吸収童が増加するのに伴い低下する傾向にあり、２等級
以下になるものの割合が増加する。

2)技術、情報の適用効果

ヒノヒカリの品質向上と良食味維持のためには、適正な窒素の吸収が

必要であり、施肥診断プログラム作成のための基礎資料とする。

3）適用範囲

ヒノヒカリの栽培地帯

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

１０a当たり１２ｋｇをヒノヒカリの窒素吸収量の一つの目安とし、地力窒素

の供給堂に応じて施肥量の調整を行う。
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２．具体的データ

表ユ・食味（総合値）と玄米中無機成分及び白米中ｱﾐﾛｰｽ含偏有率との相関
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玄米中窒素濃度（％）窒素吸収量（ｋg/１０ａ）
図 ユ‘玄米中窒素濃度と図２成熟期の稲体窒素吸収量が

食味（総合値）と の 関 係 玄 米 窒 素 濃 度 に 及 ぼ す 影 響

３．その他特記事項
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窒素吸収量（ｋg/１０ａ）
成熟期の稲体窒素吸収堂が
玄米の外観品質に及ぼす影響
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窒素吸収量（ｋｇ／ｌＯａ）
図３ 成 照 期 の 稲 体 窒 素 吸 収量が

登黙歩合に及ぼす影響
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